
令和７年度 第１回沖縄県地域公共交通協議会
議事要旨

＜令和７年５月１日＞

令和7年６月９日
沖縄県



１ 議事次第

1



２ 議事概要
２ 議題
（１）規約の改正（分科会の位置づけ）

事務局委員資料
No

意見なし資料１

（２）地域間幹線系統確保維持計画の変更について
事務局委員資料

No
＜平良委員（本部町）＞
・名護市、今帰仁村と協議した。高校生の足を
確保するためにも維持してもらいたい。

＜渡具知委員（名護市）＞
・名護市としても、変更の必要性については事
務局から説明があった通り、維持が必要のため、
承認が必要である。

＜小川委員（琉球バス交通）＞
・弊社としては、乗務員不足など経営環境が悪
化する中、当該支線を含めた本部半島線につ
いては、学生を含む地域の公共交通の大事な
路線と認識している。
県や市町村ともご協力いただきながら、進めてい
きたい。

＜金城委員（沖縄バス）＞
・琉球バス同様、我々としても、乗務員不足の
経営環境が悪化している中、当該支線を含め
た本部半島線の維持は重要であると認識して
いる。
当該支線の維持のために、欠損補助の対象
としながら引き続き、県や市町村と協力して利
用者の確保など、運行維持に努めていきたい。

＜中村会長＞
・議題に関係する市町村及びばバス事業者は
からコメントをいただきたい。

資料２

―＜中村会長＞
・賛成するが、この場所を存じ上げない。
・高校生が利用されていると思うが、バス事業
と高校、地域がコミュニケーションをとっていただ
き、利用者が増えることお願いしたい。

資料２

２



２ 議事概要
３ 報告事項
（１）名護東線の減便等に係る夜間バスの運行について（報告）

事務局等委員資料
No

―＜當眞委員（宜野座村）＞
・有料運行に感謝している。
令和７年度の状況を確認して、令和８年
度についても良い協議が進むことを期待して
いる。

参考
資料①

―＜中村会長＞
・利用状況の数字が大きいか、少ないか、判
断できない。地域の学生などが利用している
状況を確認してもらいたい。
・沖縄県内には高校生の足となっているバス
路線があると思うが、他にも日常的に困って
いる高校生がいるかどうか、情報共有してもら
いたい。
・現状は問題ないが、これ以上利用者数減
となれば減便等が懸念される路線はないか。
事業者や県、市町村間で情報共有を密に
していくことで、手遅れにならないようにしない
といけない。

参考
資料①

―＜星委員（沖縄総合事務局運輸部）＞
・学生の足をどう確保していくのか、社会活動
をしたり、様々な機会を失うことがないよう、
学割率の拡大など配慮をいただいている。
・地域のコミュニティバスだけでは十分ではな
く、地域間の交通についても検討していく必
要がある。
・通学定期券の利便性の向上についても検
討する必要がある。

参考
資料①

―＜谷田貝委員（やんばる急行バス）＞
・一利用者として、名護東線を利用した。栄
野比で20分程度遅れたため、那覇行きの
最終バスに乗り遅れる可能性があった。
・名護東線は広域的な路線バス網の一翼も
担っているので、今後の維持、活性化におい
てはそのような視点からの取り組みもお願いし
たい。

参考
資料①

３


